
、「

住んでよ〈訪ねてよいまち

阿波勝浦 


勝浦町新総合振興計画基本構想、が 3月定例町議会で議決されました。

この基本構想は、 21世紀の架橋新時代に向けてのまちづくりの指針と

なるものです。

「住んでよく、訪れてよいまち」を目指し、さまざまな '89第227号 

まちづくりの施策が展開されることになります。

5月号

町民のうごき
世帯数  1，982戸人口 男 3，764 女 4，006 計 7，770(平成元年 3月31日現在) 

出生男  3女 3計 6・死亡男  3女 2計 5・ 転入男14女21計35・転出 男32女19計51 (平成元年 3月中)

広報かつうら 5月号 =227・平成元年 5月 1日発行 編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2ー2511附

MUS04
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第� 227号 カミ ザコ つ� ら 平成元年� 5月� 1日� (2) 

歳 入�  22億9，378万8千円� 
¥、

w支出金� 94，937(41%)

町� m 116.000(5 1%) 

地方� t賞与税� 55，196(24%)

自動ヰ正取得税交付金 ・交通安全対策特別交付金
利チ;相� l交付金� 28.971(1.3%)

f也}J交付税�  

1，136，512 
(49.5%) 

¥マ民生問符… 8 
て守ぞ{伎主� 9臼仰…4叫川(0.4%叫� 4ω物%川…(ω

土木，符代� 17η2.79げ7.5%) 乃削引1(
1 代Y衛街生Tて議会代� 50，612(22%) て123，326(5.4%) ¥ ¥ 1白il;jFU' 29，007( 1.3%) 千円

580，698 489，284 348，484 
(25.3%) (21.4%) (15.2%) 

予備牝災害復旧資� 55，354(2.4%)ノ

'1 1良良林水'f~総務 1 産藍� J[
"一一一一一一一一一一 

業是註忠削一吋� 公 償 貸� 

歳 出�  22f意9，378万8千円

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成元年度一般会計当初予算決まる



ふ
る
さ
と
創
生
事
業

予
算
(
昭
和
六
十
三

町民� T人当だりに� 
295，210円

国
を 
↑
巡
し
、
昨
年
の
京
都
国

体
か
ら
二
巡
目
に
入
り
ま
す
。

国
体
は
、
各
都
道
府
県
を
代
表

す
る
選
手
が
一
向
に

，.....'・....."....11.."...・"'....e・"・.111.... .. "・'"・ 11，・.11.. ' 1.・

l
n

今
月
は
、 
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こ存してすか? I 

‘-

(3) 平成元年� 5月� 1日� カ込 ずつ つ ら 第� 227号� 

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時 

5
月
幻
日
出

日
時 

時

く
、
日
常
生
活

に
も
事
欠
く
状
況
で
し
た
が
、
全

聞
か
‘
り
食
糧
持
参
で
集
ま
っ
た
五

千
名
余
り
の
選
手
た
ち
は
、
力
一

杯
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
沈
滞
ム

ー
ド
を
吹
き
飛
ば
し
、
全
国
民
に

将
来
へ
の
明
る
い
希
望
を
抱
か
せ

土
手
!
レ
れ
~
。

そ
の
後
、
国
体
は
、
全
国
を
三


フ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
県
持
ち
回


り
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、


昭
和
六
十
二
年
の
沖
縄
国
体
で
全 

5
月
日
日
出l

引
時 

町民?人当疋りに� 
38，530円

備
モ
デ
ル
事
業
等
、
補
助
事
業
費

が
三
億
三
千
七
百
万
円
、
町
道
改

良
舗
装
事
業
等
、
単
独
事
業
費
が
、

三
億
三
千
三
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
紙
上
等
で
大

き
く
報
道
さ
れ
た
、

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
費
は
、
農
村
総
合
整

セ
ン
ト
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し

た。

年
度
二
千
万
円
、
平
成
元
年
度
八

千
万
円
)
は
、
本
町
に
お
い
て
は
、

ま
だ
事
業
決
定
を
し
て
い
な
い
た

め
と
り
あ
、
え
ず
の
措
置
と
し
て

こ
の
う
ち
普
通
建
設
事
業
予
算

「
自
ら
考
、
え
自
ら
実
践
す
る
地
域

は
二
ハ

・ 

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

づ
く
り
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
て
予
算
総
額
で
二
二

・
六
パ
ー

前
年
度
当
初
予
算
総
額
と
比
較

ヒ-ムライフル

講 習 日

0あ芯だも撃ってみませんか。

国民体育大会� 

国
民
体
育
大

会
(
略
し
て
国

体
)
は
、
戦
後

ま
も
な
い
昭
和

二
十
一
年
の
秋
、

戦
災
を
ま
ぬ
が

れ
た
京
都
を
中

心
に
、
開
催
さ

れ
た
の
が
始
ま

リ
で
す
。

当
時
は
、
戦

争
の
傷
跡
も
深

集
ま
り
、
日
頃
鍛
え

た

「力
と
技
」
を
競

い
合
う
と
と
も
に
、

国
民
の
各
層
に
ス
ポ

ー
ツ
を
普
及
し
、
健

康
地
進
と
体
力
向
上

を
図
り
、
あ
わ
せ
て

地
方
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
我
国
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
す
。

国
体
で
は
、
四
十
二
競
技
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
第
四
十
八
回
国
体

で
は
、
冬
季
大
会
凹
競
技
を
除
く

三
十
八
競
技
が
、

徳
島
県
二
十
二

市
町
村
、
香
川
県
三
十
二
市
町
の

会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

http:11.....11
MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成元年度予算の概要



O
A機
械
の
導
入
や
指
導

・
研

，‘ 

， 

第227号 カ込 4コ つ� ら 平成元年 5月1日� (4) 

相
互
扶
助
・
親
睦
や
情
報
交

換
・
福
利
厚
生
等
社
会
福
祉
活

動

・
各
縫
退
職
金
制
度
の
普
及
・

地
域
課
題
に
対
す
る
調
査
研
究

活
動
。

ご
利
用
下
さ
い 

0

・
地
域
総
合
振
興
事
業

修
等
の
利
便
を
図
る
た
め
、
昭
和

六
十
三
年
度
事
業
と
し
て
国

・
県
・

町
の
補
助
を
受
け
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

商
工
会
で
は
次
の
よ
う
な
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

完
成
し
ま
し
た
。

た
勝
浦
町
商
工
会
館
が
三
月
末
に

昨
年
十
月
か
ら
建
設
さ
れ
て
い

事業の概要� 

@ 事業費 4，100万円� 

@全体総面積 393，48m' 

。敷地面積 126，34m' 

@構 造 鉄十i.造 4階建

-
経
営
改
善
普
及
事
業

金
融
あ
っ
せ
ん
・税
務
指
導
・

情
報
の
提
供
・
経
営
指
導
講
習

会
・
研
修
会
の
開
催
。

※各階の案内図は次のとおりです。

中山地区の定住化・

3階平面図 |階平面図 活性化を目指し


新緑の中に
生三声

中山住宅 ヌ己 成

木造5戸5棟 駐車場・園地-

4階平面図� 2階平面図� 
緑地を備え、� 5月 1日入居

; ・ん健ま はん�  ~づ 
;ま 三 i 

; 

iで 貞
お か康す初血;ノ〈勝 ~..，

:お 岡 山 い くで者空|叫ん 主家事�  i
i願E 八 宮 合 り、の轟ボ予言� b 璽む的� i 

幸 問 。 づの心官レ浦 ~ごそ是正 ; @構造・規模

木造平屋建 59，62m'/一戸当り� 
iい二重二和 わ を楽方言|育て時量~ 

3DK1い |子|子 せ ししもポル協同弓孟両� γ� ! 
!た 二 二 、 てみ大 JF ク全~ I~. 
;し 四 二 みな歓守吹金管1、� 

@敷地面積  

ま三 三 まが迎キフ唄告書 ~ .~ 1，212，17m'
jて四 三 せらしそて、戸匂 ル� j

; 

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町商工会館完成



平成元年� 5月 l日� 

さ

l

安
全
ゲ 

ム
及
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

(5) つ ら

十3‘気，r"， f'，，""''f''.:"i '1~ ~I 
れ骨

ザコ 第227号カミ

勝
浦
町
老
人
受
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会


'‘ 


四
月
十
二
日
、
棚
野
簡
易
運
動

大
会
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や

場
に
お
い
て
、
交
通
安
会
商 
会
生

J

関
係
者
百
四
十
四
人
が
参
加
し
、

好
天
の
も
と
ゲ

比
奈
、
横
瀬
分
会
、
小
松
島
箸
察

署
主
催
に
よ
る
勝
浦
町
老
人
交
通

l
ム
や
ゲ
ー
ト
ボ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ー
ル
を
通
じ
、
交
通
安
全
を
奮
い

A
F

ま 
B-

レ
れ
~
。

ク
ラ
ブ
対
抗
四
輪
乗
降
競
技
で

は
、
署
員
の
審
査
の
も
と
で
車
に

乗
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
、

降
り
て
道
路
を
横
断
す
る
ま
で
を

ク
ラ
ブ
代
表
者
が
一
人
づ
っ
行
い

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
頃
忘
れ
が
ち
な

ド
ア
ロ

ッ
ク
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
か
け
方
、
横
断
で
の
確
認
方
法

等
、
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
ル
ー
ル
等
を
取
り

打• 


l

入
れ
た
ゲ 

ム
も
い
ろ
い
ろ
行
わ

也監� 

れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
の
宮

本
得
蔵
さ
ん
が
、
「
交
通
事
故
に
あ

各
試
合
と
も
熱
戦
が
繰
り
広

F

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
自
ら
の

げ
ら
れ
ま
し
た 

命
は
自
ら
守
る
」
と
交
通
安
全
宣

』 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
先
立
ち
、

言
を
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
各

老
人
ク
ラ
ブ
等
十
六
チ 

ム
が
参

l

加
、
熱
戦
の
末
、
沼
江
、
石
原
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

』

F

小
松
島
署
員
の
審
査
の
も
と

競
技
に
臨
む
選
手 

:;.1;: 
..x... 

通

安

全

市
町
村
リ
レ 
l

四
月
六
日
、
交
通
安
全
市
町
村

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
桜
木
町
長
が

交
通
安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
町
内
で
は
、
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
安
会
協

会
及
び
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方

が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

町
内
の
力 

ブ
ミ
ラ 

清
掃

l

l

ー
阿
波
勝
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
|

き
る
三
月
十
九
日
、
阿
波
勝
浦

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
中
西
文
夫

会
長
、
二
十
七
名
)
が
、
町
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

二
百
七
十
六
基
を
六
班
に
分
か
れ

て
清
掃

・
修
理
走
行
い
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
見
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
よ
り
一
層

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
た
い
で
す

ね
。 

四事E ノ、

浦臼
町 i 

も写�  
L、口

ろ ま
いで
ろの
な十
毒二子 日

事問� 
d、ゼ

符春
わの
れ交
ま通
し安
た全
。運
動
カぜ

実
施

学b

企宣言する宮本副会長

企交通安全宣言をする桜木町長

+1" 


企カーブミラーの清掃を行う ...r安全運転をして下さい」とドライ パーの
ライオ ンズクラブ会員の方 方に呼びかけました

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
春の交通安全運動



つ ら 平成元年 5月 1日 (6) 

B

B
A

B

B

型

・ 

型

・
非 

非 

型
民
区
別

型
肝
炎
は
、 

型

ザコカミ第227号� 

I.~r 

肝
炎
の
多
く
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
で
起
き
る
感
染
症
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
、 
A

さ
れ
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
血
液
や
、

体
液
が
傷
口
か
ら
体
内
に
侵
入
し

感
染
が
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す。
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
の
経
過
は
、

あ
る
潜
伏
期
間
を
お
い
て
急
性
肝

炎
を
発
症
し
、
完
全
に
治
癒
す
る

が
、
少
数
例
な
ど
か
ら
劇
症
肝
炎

と
な
っ
て
死
亡
し
た
り
、
慢
性
肝

炎
と
な
っ
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
体

内
か
ら
排
除
出
来
ず
、
持
続
的
に

保
持
す
る
よ
う
に
な
る 

(キ
ャ
リ

ア
化
)
場
合
と
か
あ
る
。
そ
の
他

に
感
染
後
無
症
状
に
経
過
し
、
キ

B

ャ
リ
ア
と
な
る
例
も
あ
る
。 

型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
キ
ャ
リ
ア
の

血
液
を
介
し
て
感
染
す
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
密
接
な
接
触

勝
浦
病
院
臨
床
検
査
技
師

沢

村
ノ¥� 

yレ

コこ

関
係
が
な
い
と
な
か
な
か
感
染
し

な
い
事
が
、
疫
学
的
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
は 

型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
臨
抗
原
の
有
無
で
す
。

B

臨
抗
原
陽
性
者
は
感
染
力
が
強
く
、

臨
抗
原
陰
性
者
は
感
染
力
は
弱
く

臨
抗
体
陽
性
者
は
感
染
力
が
無
い
。

・
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
機
会
が
あ
る

の
は
、

ハ
門
キ
ャ
リ
ア
の
母
親
か
ら
生
ま

れ
る
赤
ち
ゃ
ん
。

口
・
キ
ャ
リ
ア
と
密
接
な
接
触
者
。

同
キ
ャ
リ
ア
や
肝
炎
患
者
の
血

液
を
取
り
扱
う
医
療
機
関
内
の

職
員。

ハ
門
の
母
子
問
感
染
と
は
、
臨
抗

原
陽
性
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
る
子

供
の
八
五
%
は
生
後
六
か
月
以
内

に
・
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
、
母
親
が
妊

娠
後
期
ま
た
は
、
産
後
二
か
月
以

内
に
急
性
肝
炎
に
り
患
す
る
と

出
産
児
は
キ
ャ
リ
ア
と
な
る
。
さ

B

ら
に
家
族
内
に
急
性 

型
肝
炎
が

発
症
す
る
と
、

三
歳
以
下
の
乳
幼

児
も
キ
ャ
リ
ア
と
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

-
現
在
試
み
ら
れ
て
い
る
予
防
対
策

付
臨
抗
原
陽
性
の
母
親
か
ら
生

ま
れ
た
新
生
児
に
、
固
と
地
方

自
治
体
の
責
任
で
、
公
費
で
ワ

ク
チ
ン
と
免
疫
グ
ロ
プ
リ
ン
が

出
産
直
後
と
三
か
月
目
、
六
か

月
目
に
併
用
投
与
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
小
児
の
・
キ
ャ
リ
ア

化
を
阻
止
し
、
感
染
を
予
防
し
、

将
来
感
染
源
を
断
つ
と
い
う
意

味
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

口

血

液

を

取
り
扱
う
機
会
の
多

い
医
療
従
事
者
に
、
ワ
ク
チ
ン

の
投
与
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
が
汚
染

いっしょに作ろう
-PART V-報

し
情
一
占

、
り
臥 

r一本」

以伊一
5

京一シヲ

楽しくいっ今月から再開します。又，

しょに作りましょう 。� 

5月26日(金)

午前 9時~正午

場 所農村婦人の家

参加料�  500円程度(材料費)

申込先 役場産業課

時日

さ
れ
た
注
射
針
を
誤
っ
て
自

分
の
体
に
刺
し
た
時
や
、

一
般

の
人
で
臨
抗
原
陽
性
者
の
血
液

が
自
分
の
傷
口
に
接
触
し
た
場

合
、
速
や
か
に
医
師
に
そ
の
旨

を
告
げ
、
免
疫
グ
ロ
プ
リ
ン
と

ワ
ク
チ
ン
の
併
用
投
与
を
受
け

れ
ば
感
染
、
発
症
を
防
止
で
き
、

そ
の
効
果
か
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

B
型
肝
炎
は
、
エ
イ
ズ
と
異
な

り
、
予
防
で
き
る
今
日
で
す
。
無

用
の
恐
怖
心
を
抱
か
ず
、
医
師
に

相
談
し
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
ま

し
ょ
、 
7
。

H
注	 

キ
ャ
リ
ア
と
は
、
ウ
イ
ル

ス
保
持
者
の
干
」
と
で
す
。

さ く ら

申込期限� 5月20日(土)まで� 

(但し 叫に達ししだい締切ります1
のて¥お早目に申込み下さし、。!

5月の風が心 地 よ い 季 節 で す。 桜の棄を使って
さくらもちはいかカぜでしょうか。

・材料 もち米�  540g 米� 60g 

オ<.525g ~孟ノj、さじM
色粉少量 桜の業�  50枚

・作り方
①さくらの業は20%の塩でつけたものを用意する。

(使用するときは， 水洗いし， 塩抜きする。� j

② お 米 ・ も ち 米 は一晩水につけておく。(湯につけ
てはいけない)

③②に水・砂糖 ・塩を入れて沸いてくるまで強火，
沸いたら弱火に し て こ が き な い よ う に 煮 る 。

④③をとりだして蒸す。
⑤すり鉢でつく。�  

⑥ 50個 分 に 分 け，あんを入れて俵型にまとめ，
ーさくらの葉でくるみ，きっと蒸す。�  

砂糖�  200g 

あん�  800g 

MUS04
テキストボックス
B型肺炎と予防

MUS04
テキストボックス
5月のくらしワンポイント情報さくらもち



カミ ザコ フ ら 第227号平成元年� 5月� 1日� 

h
F

ひ
な
人
形
ぬ
り
絵
大
会

色
づ
け
を
す
る
子
供
た
ち
司

(7

BIGひ亀まつり� PARTII子
供
た
ち
が
ぬ
っ
た
ひ
な
人
形

v

~
J

ー
高
齢
者
数
室 
L

も、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
取
り
組
む

) 

企私たち今年、初節句をむかえました。おひなさんの前て・ハイツポーズ//

た

三

回

申

し

た

一

わ
ず
見
と
れ
る
方
や
、
紙
ヒ
コ 
1

〕

キ
大
会
、
ひ
な
人
形
ぬ
り
絵
大
会

に
歓
声
を
あ
げ
る
子
供
た
ち
な
ど
、
九

日
頃
忘
れ
か
け
ら
れ
て
い
る
「
ゆ 

(

と
り
と
ふ
れ
あ
い
」
が
感
じ
ら
れ
一

「
ピ
ッ
ク
ひ
な
ま
つ
り
」
。
今
年
は 

}

日
程
も
三
日
間
と
長
く
な
り
、
イ 

}

ベ
ン
ト
も
盛
り
た
く
さ
ん
の
楽
し
~

い
ひ
な
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
〔

会
場
で
は
百
段
の
ひ
な
壇
に
思

夢
を
与
え
よ
う
と
、
実
施
さ
れ
た 

J

て和紙で作られたひな人形

さ
る
三
月
二
十
八
日
、
福
祉
セ

ン
タ
で
、
高
齢
者
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
「
草
花
の
育

て
方
」
の
講
習
が
行
わ
れ
、

六
十
二
名
の
参
加
者
は
、

勝
浦
園
芸
高
校
、
一筒
長
稔

先
生
の
指
導
の
も
と
、
「シ

ン
ピ
ジ
ュ
|
ム
の
株
分
け

の
仕
方
」
「
プ
リ
ム
ラ
の
夏

を
越
す
方
法
」
「
シ
ク
ラ
メ

ン
の
植
え
か
え
」
等
に
つ

い
て
学
習
と
現
物
を
使
つ

て
の
実
習
も
行
わ
れ
、
全

員
が
ポ
ッ
ト
に
花
の
径
を

ま
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

へ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

老
人
会
で
は
、
勝
浦
病

院
前
で
土
地
を
借
り
、
花

を
植
え
る
計
画
を
し
て
お

り
、
今
後
国
体
に
向
け
て

-¥

救
急
患
者
輸
送
車
は
、

5
月

8
日
か
ら 
9
固
ま
で

車
両
定
期
検
査
の
た
め
、

出
動
で
き
ま
せ
ん
。

め
た
い
と
、
み
な
さ
ん
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

も 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
。
を
す
す

H

ふ
る
さ
と
に
住
む
子
供
た
ち
に

...熱心に講習を受ける受講者

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
BIGひなまつり

MUS04
テキストボックス
高齢者教室も花いっぱい運動に取り組む



一日
 

T

¥

¥

一

ご
畑
一
鋭
、

く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員

心
配
ご
と
相
談
員

場

所

相
談
員

宮崎

フ ら 平成元年� 5月� 1日 (8)ずコカ込第227号

か
し
て
あ
げ
る
こ
と
ば
か
り
を
々

春
の
行
政
相
談
週
間


五
月
十
四
日
同
か
ら
二
十
日
出

し
ま
す
の
で
、
行
政
の
仕
事
に
つ

らしの中の人権・・・・


い
て
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
相
談

下
さ
い
。

一
地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、

勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
は
中

一
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

村
芳
生
さ
ん
(
沼
江
・ 

二

|
一
ニ
一
一
一
一
一
)
で
す
。

-
行
政
相
談
所

日

時

五
月
十
二
日
幽

午
前
十
時 
1
午
後
三
時

け
た
ミ
|
チ
ン
は
、
卒
業
式
の
目
、

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

チ
ン
、
あ
り
が
と
う
」
と

こ
ち
ら
へ
一

行
政
相
談
委
員

U

l

T
E
L

心
身
「
障
害
」
者

問
題
に
つ
い
て

考
え
よ
う
グ

障
害
を
も
っ
て
い

る
人
た
ち
と
ど
の
よ

う
に
付
き
合
っ
て
い

け
ば
よ
い
の
か
、
ど

-・・・く

う
し
た
ら
力
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、

あ
な
た
は
迷
っ
て
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
と
、
え
ば
、
あ
な

た
が
街
に
買
い
も
の

に
で
か
け
た
と
し
ま
す
。
そ
こ
で

車
い
す
に
乗
っ
た
人
と
出
合
っ
た

と
き
、
声
を
か
け
る
の
が
よ
い
の

か
、
率
い
す
の
あ
と
押
し
を
す
る

の
が
よ
い
の
か
、
い
や
そ
う
す
る

の
が
か
え
っ
て
特
別
な
目
で
見
て

い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
む
し

ろ
そ
っ
と
し
て
お
く
の
が
よ
い
の

か
、
こ
ん
な
思
い
を
し
た
こ
と
が

き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見
つ


め
た
り
、
遠
ま
さ
に
し
て
ヒ
ソ
ヒ


ソ
と
さ
さ
や
き
合
っ
た
り
す
る
こ


と
は
な
い
で
し
ょ
う
。


し
か
し
、
そ
の
先
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の

ム
身
の
回
り
を
見
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
を
も
つ
た
め
に
生
活
の
中
で

不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
る
方
が

き
っ
と
い
る
で
し
ょ
う
。
お
と
な

り
の
人
と
親
し
く
す
る
よ
う
に

身
近
な
そ
の
人
か
ら
、
お
付
き
合

い
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。
お
付
き

合
い
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、
と

う
い
う
こ
と
が
不
自
由
な
こ
と
か
、

ど
ん
な
こ
と
は
自
分
で
で
き
、
ど

ん
な
こ
と
に
は
手
助
け
が
い
る
の

か

ま

た

ど

ん

な

こ

と

は

し

て

ほ
し
く
な
い
こ
と
か
、
き

っ
と
わ

か
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
ち
ら 

え
て
い
た
あ
な
た
が
、
実
は
も
っ

と
大
き
な
も
の
を
、
そ
の
人
か
ら

教
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。佐

藤
文
彦
さ
ん
の

「
人
聞
の
生

き
方
と
同
和
教
育
」
の
な
か
に
ミ

チ
ン
と
い
う
女
生
徒
の
話
が
で

て
き
ま
す
。
貧
血
症
や
家
庭
の
事

情
で
欠
席
が
ち
な
、
同
級
生
、
晴
世

さ
ん
と
一
緒
に
歩
い
て
登
校
し
て

く
れ
な
い
か
、
と
い
う
担
任
の
頼

l

一一
ま
で
の

一
週
間
は
、
「
春
の
行
政
相

一
談
週
間
」
で
す
。

一

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

み
を
引
き
受
け
て
、
毎
日
歩
き
続

「ミ
拘
任
が
言
お
う
と
し
た
と
き
、
「
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

附
世
さ
ん
と
歩
か
せ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
U

晴
世
さ
ん
と
歩
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
聞
が
力
い
っ
ぱ
い
生
き
る

と
い
う
こ
と
ハ
ン
テ
を
の
り
こ

え
て
努
力
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
、
父
や
母
の
存
在
、
回
り
の
人

の
さ
さ
え
に
よ
っ
て
自
分
か
存
在

す
る
こ
と
の
意
味
、
人
の
心
が
わ

か
る
す
な
お
な
心
な
ど
、
考
、
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
そ
う
で
す
。

人
は
み
ん
な
、
そ
れ
ぞ
れ
に
弱

い
と
こ
ろ
も
不
自
由
な
と
こ
ろ
も

も
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
助
け
合

っ
て
こ
そ
人
聞
の
社
会
だ
と
い
え

〈啓
発
資
料
「展
望
」
か
ら
〉

土
4
?
し
ょ
、
っ
。

憲法週間行事として，次のとおり記念行事

を行いますので，お気軽にご利用下さし、。

相談内容は，金

銭・借地 ・借家 ・

交通事故 ・家事・

登記 ・戸籍など法

律上の問題です。

。無料法律相談所

日時� 5月� 2日(火)

時間 午前10時~午後� 3時

場所 徳島地方・家庭裁判所(徳島市)

-・，:"OA 

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
5月1日～7日は憲法週間
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わ
た
し
の
作
品

〈
俳
句
〉

風
邪
の
気
の
ま
だ
少
し
あ
り
桜
散

。ヲ花
冷
や
空
缶
拾
う
草
茂
み

坂

本

谷

ム

富

士

山
住
み
の
小
き
き
倖
せ
初
音
聞
く

坂

本

美

馬

直

枝

工
場
へ
花
の
薫
り
を
乗
せ
た
風

啓
塾
を
聞
き
控
え
目
に
灯
油
田
原 
7

横

瀬

田

中

久

子

桜
散
る
接
待
寺
の
賑
え
る

華
道
展
春
の
香
り
が
満
ち
溢
れ

横

瀬

錦

内

常

一

タ
閣
の
庭
一
ぱ
い
に
丁
字
の
香

棚
野
穏
ム
ロ
澄
江

ふ
く
ら
み
し
蒼
い
た
わ
り
梅
届
る

生

名

柳

田

未

子

活
け
な
づ
み
白
梅
散
ら
す
膝
の
辺

に

生

名

白

草

元

子

亡
き
母
の
座
を
そ
の
ま
ま
に
春
矩

健

生

名

清

水

良

子

蕗
の
と
う
避
け
測
量
の
抗
を
打
つ

生

名

早

川

信

恵

会
葬
の
言
葉
少
な
に
春
時
雨

生

名

小

西

典

子

花
疲
れ
逢
魔
が
刻
は
海
よ
り
来

生

名

丸

山

香

月

般
を
打
つ
波
い
か
リ
ズ
ム
を
春
め
か

す

生

名

竹

林

白

楊

鷺
の
声
透
き
と
お
る
霧
の
中

み
か
ん
焼
く
歴
史
も
煙
る
春
の
山

生

名

滝

口

良

一

蓬
摘
む
小
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら

わ
が
軒
の
古
巣
に
一戻
る
初
つ
ば
め

棚

野

谷

新

太

郎

彼
岸
来
て
赤
き
頭
巾
の
辻
地
蔵

馬
鈴
薯
の
芽
の
出
始
め
て
彼
岸
来

ぬ

掛

谷

駒

津

光

洋

鴬
の
こ
と
さ
ら
今
朝
は
立
田
冴
え
て

色
少
し
の
ぞ
か
せ
つ
ぽ
む
桜
花

掛
谷
野
上
す
み
れ

鴬
の
ひ
ね
も
す
附
き
で
な
は
足
ら

ず春
雨
に
刈
り
し
芝
生
の
新
芽
ふ
く

掛

谷

斎

藤

重

子

世
に
つ
れ
て
変
わ
る
人
形
雛
祭

音
の
せ
し
如
く
に
咲
け
る
チ
ユ
|

リ 

プ

沼

江

梅

山

み

ず

ほ

明
日
は
咲
く
桜
と
思
い
門
を
辞
す

野
に
出
で
て
も
う
離
せ
さ
る
夏
幡

子

沼

江

山

丸

千

絵

、
ハ
ス
で
着
く
遍
路
ド
ヤ
ド
ヤ
余
花

の
寺

蕨
摘
む
繰
の
風
に
誘
わ
れ
て

横

瀬

稼

勢

銀

星

出
認
は
信
用
五
日
ま
で
に
三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
潟
町
三
渓
稼
努
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
万
巳
限
り
ま
す
。


次
回
は
短
叡
そ
の
町
民
は
川
柳
と
受
代
巳
の


廿
」
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
下
さ
い
。


y

各
種
地
区
対
抗
犬
舎
開
審


今
年
も
勝
浦
町
体
育
協
会
主
催

に
よ
る
各
種
大
会
が
始
ま
り
ま
し

た

l

三
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
、
第

十
七
回
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
あ
り
、
参
加
入
チ
ー
ム
が
熱
戦

の
末

「星
谷
チ 

ム
」
の
優
勝
で

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

続
く
三
月
二
十
七
日
か
ら
四
日

間
開
催
さ
れ
た
男
女
別
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
、
去
年
よ
り
一
一
一
チ

ー
ム
増
の
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
男
子
は
「
横
瀬
」
、
女
子
は
「
棚

野
」
の
両
チ
ー
ム
か
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

社
会
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
れ
か
ら
が

本
番
と
な
り
ま
す
。
健
康
の
た
め
、

体
力
づ
く
り
に
多
く
の
方
が
気
が

る
に
参
加
で
き
る
大
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
ご
希
望

が
ご
さ
い
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
体

育
協
会
役
員
、
ま
た
は
、
町
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ

横瀬少女バレーボール
新人大会でベスト8/1

習
室
ヰ
級

五
月
二
十
六
日
(
金
)

思
議
学
級

五
月
七
日
(
日
)

五
月
十
七
日
(
水
)

時
間

午

場
所

短
融
持
ヰ
級

時
間

場
所

場時
所間

i

後
九
時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

五
月
十
二
日
(
金
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

午
後
七
時
三
十
分 

l
J
V
C

三
月
二
十
六
日
川

か
ら
始
ま
っ
た
昭
日

和
六
十
三
年
度
徳
い

島
県
六
人
制
ハ
レ
ル

ボ
ー
ル
小
学
生
叫

新
人
大
会
は
、
松
川

茂
町

・
小
松
島
市
川

の
体
育
館
で
熱
戦
い

が
展
開
さ
れ
、
横
い

瀬 

川
が
べ
一


ス
ト 
8
ま
で
進
出
川


し
ま
し
た
。

日


特
に
新
メ
ン
バ
…


ー
が
活
躍
す
る
こ
い

の
大
会
で
は
新
し
ぺ

い
友
情
も
広
が
っ
一

た
と
思
い
ま
す
。

書
室五

月
十
三
日
(
土
)

午
後
一
時
か
ら

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
社会総合大学学習日のお知らせ
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ポ合? 量� 
130 R， 

担1男年瑚間酎V7主約主ご� 3み1 

単 {面 6，200円

町補助金� 3，100円

個人負担� 3，100円

第227号

納税貯蓄組合長名簿 -

町

税

の

納

付

は

、

園

-
振
替
納
税
が
お
手
軽
で
す
園

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

さ
い
。

阿
波
銀
行
勝
浦
支
庖 

徳
島
銀
行
勝
浦
支
屈

生
比
奈
農
業
協
同
組
合

勝
浦
郡
農
業
協
同
組
合

勝
浦
郵
便
局

坂
本
郵
便
局

町
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納

税
制
度
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
ぎ

の
金
融
機
関
の
あ
な
た
の
口
座
か

ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

納
税
の
手
数
が
少
な
く
す
み
、

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
、

滞
納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な

り
大
変
便
利
で
す
。
娠
替
納
税
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
だ
、
振
替
納
税
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
各
地
区
の
納

税
貯
蓄
組
合
長
さ
ん
ま
で

「町
税

の
納
付
委
託
依
頼
書
」
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
の
手

続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、

組合名 組合長氏名 組合名 組合長氏名

沼江第�  1 高橋正雄 立川第�  1 中 磯治郎

沼江第�  2 八木 カ 立川第�  2 橋本重�  ~IJ 

沼江第�  3 中井清子 中立川 害区 桃 一

石 原 出 口 広 一 中山第�  1 春 田義明

今山第�  l 笠木茂樹 中山第�  2 倉� j頼好古

今山第�  2 井出 彰一 中山第�  3 溝内�  i青

今山第�  3 西谷 岡リ 中山第�  4 勝 占 八三郎

掛谷東 岡 亀雄 出見勢東 西原正雄

掛谷西 梅山静雄 出見勢中央 畑名耕造

山 西 近藤茂明 出美勢西 美馬美登

黒 岩第�  1 西野重之 富 重東 コ 木敬一

黒岩第�  2 谷 脇田 一 富 重 西 佐木 茂

中角 東 麻植 博 前� J11 山上禎郎

中 角 中 木下登吉 三 渓立川 大川 高ペム、 ー

中角 西 山 田 !責 美 市 ノ 江 新居佑 介

星 谷第�  l 沢 口 俊夫 与川内下分 中 岡 臣己

星 谷第�  2 谷崎�  {I多 与川内中央 中 村善弘

星 谷第�  3 山� J11 、ソ 二L 呂 平 押栗義衛

星 谷第�  4 回 中 忠雄 与川内西分 酒井勝 一

星 谷第�  5 円IJ 田文一 立 石 椎平泰吉

東生名第 1 尾花次郎�  7巴 内 谷和義

東生名第 2 鶴本秋夫�  ~t 山 戸� lIJ '申じム 二パニtム、

生名中央 宮 本久治 内 谷 内 谷 善 彦

西生名第 1 山 田 信一 平 野' 河野敬 三

西生名第 2 時本孝一 久保の内 新居 玉目Ili 

久 国 横井重雄 日 浦 山 根本 功

棚 野 東 石倉右夫 目 西 久保仙一

棚野浜 大川 守 松 尾 長� m 義男

棚 野 西 幸 山重亀 賞 集 河野道雄

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
保
険
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

-
娠
答
納
税
が
で
き
る
金
融
機
関

続
き
を
お
済
ま
せ

を
六
月
十
日
ご
ろ
に
発

自動車税陽一
納期肉に11

自動車税の納期限は 5月31日です。納

期内に納めて下さい。

領収証書とイ井せてお渡しする納税証明

舎は，車検の際に必要ですから大切に保

管してて下さい。

町
で
は
、
各
家
庭
か
ら
排

出
き
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
、

焼
却
の
効
率
化
及
び
堆
肥
と

し
て
の
資
源
化
を
図
る
た
め
、

保
健
部
長
さ
ん
を
通
じ
生
ご

み
処
理
容
器
を
あ
っ
せ
ん
し

ま
す
の
で
、
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

生

み
域自� 

発酵促進 ・脱臭剤等含� |

残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平
成
元
年
度
の

「町
税
の
納
税

通
知
書」

カ〆家

を鐘

※消費税含

MUS04
スタンプ
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高
木
雅
子

国
民
健
康
保
険
の
本
来
の
目
的
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

は
し
ご
受
診
(
同
じ
病
気
で
何

調
理
員

人
も
の
医
者
会
赤
具
わ
っ
た
り
す
る
。)

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

と
か
時
間
外
受
診
な
ど
私
た
ち
の

・
生
比
奈
保
育
所

気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
に
医
療
費
の

保

母

鈴

木

倫

子

無
駄
づ
か
い
に
つ
な
が
る
場
合
が

(
横
瀬
保
育
所
)

あ
る
点
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

保

母

木

村

美

版

適
正
な
受
診
を
心
が
け
る
こ
と
に

(横
瀬
保
育
所
)

よ
っ
て
節
約
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
保
険
で
す
、
大
切
に

次
長
山
田
智
恵
子

使
い
ま
し
ょ
う
。

(
横
瀬
保
育
所
)

・
生
比
奈
小
学
校

{呆

母

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か
?

職
員
人
事

(生
比
奈
保
育
所
)

異

動

井
元
初
子

次
の
と
お
り
、
四
月
一
日
付
け

で
戦
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
(
)
は
旧
任
で
す
。

-
勝
浦
病
院

で
治
療
を
受
け
、
治
す
だ
け
で
個

さ
る
三
月
三
十
一
日
に
各
地
区

を
巡
回
し
、
被
保
険
者
証
の
更
新

を
い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
更
新

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
古
い
被
保

険
者
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
税
務

保
険
課
で
交
換
し
て
下
さ
い
。

-
医
療
費
の
節
約
を
し
よ
う

O

医
療
費
の
節
約
は
で
き
る
も
の

だ
ろ
う
か
?
病
気
に
な
れ
ば
医
者

何
の
た
め
に
飼
う
の
で
す
か
?

犬
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
家
族


が
増
え
る
こ
と
と
閉
じ
こ
と
で
す
。

情
話
を
す
る
の
は
だ
れ
で
す
か
?


愛
情
を
も
っ
て
責
任
の
あ
る
飼
い


方
が
で
き
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。


家
族
の
中
に
一
人
で
も
犬
の
さ

ら
い
な
人
が
い
れ
ば
、
犬
を
飼
う

の
を
あ
き
ら
め
る
ぐ
ら
い
の
、
犬

に
対
す
る
思
い
や
り
が
必
要
で
す
。

人
で
は
医
療
費
の
節
約
は
で
き
な

い
も
の
と
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

た
し
か
に
そ
う
い
う
一
面
は
あ
り

ま
す
。
医
者
に
か
か
る
な
と
い
う

の
で
は
な
く
、
病
気
に
な
っ
た
ら

早
く
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
、
早

く
治
療
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

副

院

長

平

賀

隆

・
沼
江
保
育
所

(
同
内
科
医
長
)

看
護
婦
岡
本
美
智
子

(
新
規
採
用
)

調
理
員
近
藤
ト
ヨ
ミ
�
 

用
務
員
桃
本
徳
校

(学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

(
勝
浦
病
院
)

・
横
瀬
保
育
所	

な
お
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で

次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

次

長

林

美

智

子

の
登
録
と
注
射
(
年
一
回
)
を
し

て
、
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ
ば

法
律
や
条
例
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
�
 

坂
部
昭
美

河
野
夏
子

竹
林
フ
サ
ヱ

~~ 


(
沼
江
保
育
所
)

闘
一
来
安
代

(生
比
奈
保
育
所
)

平
成
元
年
度

母

飼
う
目
的
を
は
っ
き
り
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。「
お
も
ち
ゃ
」の

か
わ
り
で
は
困
り
ま
す
。
犬
が

勝
浦
町
婦
人
会
役
員

可
愛
そ
、
�
 7
で
す
勺

お
父
さ
ん
、
そ
れ
と
も
お
母

き
ん
で
す
か
。
犬
に
と
っ
て
も

だ
れ
が
主
人
か
わ
か
ら
な
く
て

は
困
り
ま
す
。

一
生
飼
う
こ
と
が
で
き
手
か
?

大
き
く
な
っ
て
も
世
話
が
で

会

長

岸
上
イ
マ
ノ
(
坂
本
)	  

美
枝
子
(
構
瀬
)
春
田
明
子
(
中

副
会
長

山
路
幸
子
(
今
山
)

山
)
島
路
子
(
棚
野
)
橋
本
照

子
(
立
川
)
栗
坂
正
枝
(
久
国
)

星
合
タ
ツ
ミ
(
西
生
名
)
山
本

千
代
子
(
東
生
名
)
岡
千
加
代

V V

(
中
角
)
丸
田
貞
江
(
山
西
)
宮

江
)
中
西
桂
子
(
石
原
)
柴
田

本
敏
子
(
掛
谷
)
大
井
珍
枝
(
沼

晴
子
(
今
山
)
岸
岡
幸
子
(
黒

岩
)
上
岡
久
子
(
星
谷
)

(
会
計
)
岩
佐
ナ
ツ
ヱ
(
石
原
)

滝
本
信
子
(
中
角
)
溝
上
美
千

代
(
棚
野
)
山
平
任
子
(
横
瀬
)

O
き
な
い
と
因
り
ま
す
。
捨
て
犬

は
野
犬
に
な
っ
て
人
を
撃
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。

佐
藤
啓
子
(
坂
本
)

V
会
計
監
事
中
西
文
子
(
星
谷
)

V
駒
津
ナ
ツ
エ
(
掛
谷
)

支
部
長

新
居
幸
子
(
坂
本
)

武
田
す
み
子
(
与
川
内
)
贋
安

犬
を
飼
う
に
は
、
毎
年
一
回

保

O

-調い犬は必ず
つないでくださいー 

不用犬買い上げ‘日 

5月10自体)成犬 300円 

5月17自体)小犬 100円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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犬を飼うためには
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ポ
リ
オ
(
小
児
マ
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@
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G
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

いけうちりなちゃん(久国)

乳
児
健
康
診
査

五
月
二
十
六
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
三
年
十

一
月

一
日
1
平
成
元
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

一
歳
六
か
月
児

健

康

診

査

O O こ
の
時
期
は
、
身
心
共
に
発
達

が
著
し
く
、
自
立
心
も
芽
生
え
、

し
つ
け
や
栄
養
の
正
し
い
指
導
と
、

異
常
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

行
う
う
、
え
で
も
大
切
主
催
沿
で
す
。

該
当
児
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

と

き

五
月
十
九
日
(金
)

午
後

一
時
三
十
分
�
 
1
二
�
 

'十ザ

と
こ
ろ

勝
浦
病
院
小
児
科

該
当
児

昭
和
六
十
二
年
九
月

一


日
1
十

一
月
三
十
日
ま


て
に
生
ま
れ
た
子


診
査
内
容

。
歯
科
診
査


内
科

一
般
診
査
  

心
理

・
栄
養

・
保
健
指
導
 

※	

母
子
手
帳
、
質
問
票
を
ご
持

参
下
さ
い
。

と

き

五
月
十

一
日
(木
)

午
後

一
時
1
二
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ

ン
ノ
O

!
l

と
ニ
ろ

該
当
児

持
参
す
る
も
の

(
母
子
手
帳

{
印
鑑

※

体

温
は
家
で
計
っ
て
き
て
下

さ
い
。

総
合
検
診
(
胃
・
胸
部
・

成
人
病
検
診
)
の

実
施
に
つ
い
て

町
民
の
方
々
の
健
康
の
保
持
、

増
進
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お
り

胃

・
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン

・
成
人
病

検
診
を
総
合
健
診
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

四
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
年

一
回
は
、

必
ず
定
期
健
診
を
う
け
ま
し
ょ
、
7
0
 

料

金

O

胃

検

診

五

百

円

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
無
料

成
人
病
検
診

六

百

円

な
お
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世

衛

・
生
活
保
護
世
帯
の
方

・
満
七

十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

※

健

康

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総合健診 日程表
月 日� 

5月10日体)

H寺 間

午前� 8時-10時30分

士発 所

坂本集会所� 

内 容� 

O胃検診�  

O胸部�  

レントゲン� 

O成人病検診� 

5片12日掛 午前� 8 f時-10時30分 メ寸入� LIJ :L:-~、~1比忌� 

5月24日ヤ付 午前 8 JI寺-10時30分 棚野集会所

5月25日(木) 午前� 8 JI寺-10時30分 星谷集会所� 

5月29日(月) 午前� 8 JI寺-10時30分 久国公会堂� 

5月31 EI(7K) 午前� 8 u寺-10時30分 横瀬集会所

ま
た
、
検
交
は
正
路
で
な
け
れ

ば
立
昧
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、
検
査
の
前
に
次
の
こ
と

を
守
っ
て
下
さ
い
。
�
 

①

前
日
は
過
労
、
寝
不
足
、

飲
酒
を
さ
げ
る
。
�
 

②

機
査
前
に
甘
い
ジ
ュ
ー
ス

類
や
戸
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま

な
し
�
 

③

尿
俊
査
が
あ
る
と
き
に
は
、

事
前
に
排
尿
し
な
い
。
�
 

④

胃
横
診
で
は
、
朝
食
は
も

ち
ろ
ん
、
水
分
、
タ
バ
コ

も
い
っ
さ
い
口
に
し
な
い
。

生
後
三
か
月
か
ら
十
八

か
月
ま
で
に
二
回
飲
む

こ
と
が
必
要
で
す
が
、

四
歳
未
満
で
二
回
完
了

し
て
い
な
い
場
合
は
、

受
け
て
下
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康ポリオ（小児マヒ）生ワクチン投与



らフ(13) 平成元年� 5月1日� 

い
W
J

ずコ 第227号ヌ少

030代が受診年齢

社会的にも家庭的にも

責任ガ倍加する40代以

降を健康に過ごすには、� 

30代の強壮なうちから

受話習慣を。

でのもの。横査の期間

は短いほどいいわけで、� 

50代になれば年2ロガ

理想。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い

ー
坂
本
地
区
福
祉
推
進
会
結
成
|

高
齢
化
社
会
と
い
う
新
し
い
時

代
を
迎
え
、
老
人
の
健
康
保
持
と
、

生
き
が
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
福
祉
を
身
近
な
共

通
の
問
題
と
し
て
理
解
を
深

め
な
が
ら
、
区
民
一
致
協
力

し
て
共
に
助
け
合
い
、
明
る

く
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
と

圃圃

O

冷

坂
本
地
区
福
祉
推
進
会
の

創
刷

談

・
健
康
教
室
を
聞
く
ほ
か
、
婦

叫

人
会
に
よ
る
寝
た
き
り
老
人
介
護

吋

教
室
の
開
催
・
老
人
会
の
友
愛
訪 

↑

間
・
坂
本
小
学
校

・
幼
稚
園
・ 

p 
-

T
A
関
係
者
に
よ
る
激
励
会

司

を
聞
く
な
ど
、
き
め
細
か
な

旧

活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

苧

な
っ
て
い
ま
す
。

「や
す
ら
さ
」
と
わ
7

る
お
い
」
の
あ
る
福

叩『

hv
A
W hv

4
W
¥

=i



¥恥
 

祉
社
会
の
建
設
を
目

占
斗

区

福

祉

推

進

会

が

結

会

届
惇
」

成
き
れ
ま
し
た
。

准

縫

事
業
内
容
と
し
て
、
推

へ
祉
)
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

祉 

的
と
し
て
、
坂
本
地

語
訳

や
寝
た
き
り
老
人
、

福

重
度
障
害
者
な
ど
社
一
メ
-

4
泊

¥
会

的

に

弱

い

立

場

に

租

役
員
さ
ん
は
っ
き
の
と
お

』

り
で
す
。

会

長

申

O

新

屑

清

治

司

委
員
及
び
協
力
委
員
一

区
会
議
員
・
老
人 

↑

l

l

O

昭
和
六
十
三
年
皮
に
実
施
し
ま

し
た
保
健
車
場
棋
の
結
果
に
つ
い
て
、

愛
育
班

・
消
防
団

・
民
生

司
第
二
回
目
は
成
人
病
検
診
に
つ
い

四 

名
)
戸
て
ご
報
告
し
ま
す
。

こ
の
検
診
は
、
高
血
圧

・
心
臓

病
・
肝
臓
病
な
ど
の
予
防
と
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て

あ
る
人
々
を
介
護
叶

本 

ヒ
ス 

工
品
、
っ
と
・
す 

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
五
月
か


ら
十
六
か
所
と
、
十
月
か
ら
十

一


月
の
二
か
月
間
各
医
療
機
関
に
お


い
て
実
施
し
ま
し
た
。
受
診
者
総


数
九
百
八
十
九
人
で
、
間
全
休
の


受
診
率
は
、
三
七

・
七
%
で
し
た
。
 

(回
キ
均
一ニ

 

0
・
一
%
、
県
平
均
二

i
l
l
-
-

結
成
の
あ
い
さ
つ
を

六

・
一
%
)
ま
た
地
域
別
に
受
診

。

』

F

す
る
新
居
会
長

卒
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、

「
+」F

1

「
構
成
」

今
山
七
ニ
・
九
%

星
ハ
合
六 

0
・
五
%

O
%

久
国
五
四
・ 

第
一
位

第
二
位

-
P
T
A
・
婦
人
会
・

会 

申

第
三
位

で
し
た
。

児
童
委
員

(一

し
か
し
受
診
療
の
低
い
と
こ
ろ

で
は

一
四

・
九
%
と
低
く
、
地
域

間
で
格
差
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た

結
巣
で
は
、
要
観
祭
、
要
注
意
、

要
精
検
、
要
医
療
の
方
が
約
八
訓

い
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
健
康
と
思
っ

て
い
る
人
の
中
か
ら
異
常
が
多
く

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
く
る

み
、
地
域
ぐ
る
み
で
定
期
的
に
健

診
を
つ
け
ま
し
ょ
、
っ
。

民1


る
も
の
で
、
地
域
の
区
会
議

員
が
中
心
と
な
り
、
各
団
体

・
協
力
委
員

が

地

域

に

お

い

圃

て
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
、
月

別
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
の
毎
日
訪
問
・
寝
た

き
り
老
人
の
慰
問

・
愛
育
班
(
主

体
)
に
よ
る
集
団
検
診

・
健
康
相

圃

健
診
を
上
手
に
受
け
る
ポ
イ
ン 

健診を上手に
受けるポイント� 

@原則として年4回は必ず受ける

昨年異常がなかっだか

ら¥今年は受けない、

というのは危険。健診

の模査結果はその時点

@健診の結果を生活改善に生かす

健診は、病気の早期発見以外

。病気の人もきちんと受ける� 8 r要精横」をさぼらない
その病気で模査に、生活習慣をチ工ツクする
をしているのだ 「要精模」だから

ことも大きな目的。継続して といって、必ずしから、大丈夫と受診して、横査委史値からその も病気とはいえな錯覚しガち。た人なりの正常値をつかみ、そ い。むしろ疑いをとえ病気で通院れを超えだときに専門医の指 晴らすだめの場合していても、健導を受ける というように ガ多いので、必ず診は別に受ける日常の健康管理に生かすこと 受診を。ことが大切。が大切。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
福祉情報坂本地区福祉推進会設立総会

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
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第227号

匿前堺鮎
田川

ヘ兵

庫

県

池

本

秀

和

/
大
字
沼
江
字

一
楽

北

野

裕

子

ヘ大
字
坂
本
字
坂
本

椋

井

得

裕

�

 

/徳

島

市

中

林

晶

子

大
蓄
基
念
や
牽
響
宮
浦
久
雄

/那

賀

川

町

田

上

み

ゆ

き

へ大
字
坂
本
字
大
伏
尾
亀
井
政
則

戸阿

南

市

武

智

優

子

ヘ那

賀

川

町

楠

木

健

志

/大
字
沼
江
字
国
中
井
口
万
知
世

ご
結
婚
お
め
で
と
う

3
月
間
日

1
4
月
叩
日
�
 

善
意あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
�
 

3
月
刊
山
田
�
 1
4
月
刊
日

戸
籍
の
窓

清
二
き
ん
(
久

英
二
さ
ん
�
 (棚

清
士
口
さ
ん
(
掛

名
�
 

(横
�
 瀬谷野国 @ 


(叡廊崎〉� 

-R



大
手
生
名
字
東

小

井

手

一
夫
(
日

歳
)

大
宇
中
角
字
研
谷
花
岡

勝

大
字
三
漢
字
平
藤
村

政

江

�

 (
刀

歳
)

大
字
慨
野
字
前

田

淳

民

次

大
字
沼
江
宇
野
神
前
回

春
�
 
h
口
(
剖

歳
)

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
字
中
角
平
間
和
弘

字
っ
く
凹

レ
オ
子
ラ
」

勝

大

字

生

名

平

井

等

字
神
ノ

木

真

J

大
字
坂
本
宮
下

宇
坂
本

大
字
生
名
朔

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

字
軍
�
 

お
誕
生
お
め
で
と
う

等
の
委
任
状
に
収
入
印
紙
が

い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
�
 

理

子

」

勝

朝
子
」
美
早
紀

重
夫
/
二
女

直
美
」

奈
津
美

充
玄
�
 
J

二
女

J0~象。
長
男

長
男合意輪
(

口
歳
)

(
臼
歳
)

1~草 也

l

⑧
ぬ
⑥
⑪
)
 

4
月
�
 日
か
ら
印
紙
税
法

の
改
正
に
よ
り
、
印
鑑
証
明

夜間毅急当番表 5月定例心配ごと相談

時
跨

翌朝午前9
午後ア時一翌朝午前� 9

勝
浦
会
館
で
は
、

「身
近
な
啓
発

交
五流 勝

月講 浦
下座

A
Q
E旬

館議2 

5 月ォ日 湯 浅 医 院 �  2-2003 I 
③日 勝 浦 病 院 �  2-2555 I 
⑤日 赤岩医院�  2-2006 I 

⑦日 勝 浦 病 院 �  2-2555 I 

9 日 上勝診療所�  6-0302 
什日 勝浦 病 院 �  2-2555 

13日 山西医院�  2-3027 

15日 勝浦 病 院 �  2-2555 

17日 湯浅 医 院 �  2-2003 

19日 勝浦 病 院 �  2-2555 

@日 勝浦 病 院 �  2-2555 

23日 勝浦 病 院 �  2-2555 

25日 上勝診療所�  6-0302 

27日 勝浦 病 院 �  2-2555 

29日 山西 医 院 �  2-3027 

31 日 勝浦 病 院 �  2-2555 

日 時 5月12日(針・� 5月26日(針

午前10時� ~午後� 3時

内 容 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センター� 2階� 

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせ〈ださい。)

徳島県最低賃金�  

l 日 3.483円� 

時間給労働者�  l時間 436円� 

実 施年月日 S 63.10.1. 

・お問い合わせ・ご相談は

徳島労働基準局〈宮(0886)52-9141> 

か
ら
」
を
基
本
に
町
内
の
近
隣
地

域
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
各
種

の
講
座
を
開
設
し
、
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

毎
月
、
量
産
の
白
程
に
つ
い

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

元
年
度
に
つ
い
て
は
、
五
月
中
旬

に
開
講
式
を
し
、
下
旬
か
ら
始
め

る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
み
な
さ
ん
の
参
加
の
希

望
状
況
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま

す
の
で
、

六
月
か
ら
は
こ
の
広
報

欄
に
お
い
て
詳
し
く
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
五
月
分
に
つ
い
て
は
、

直
接
個
人
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

平日 午後6時~
休日 又は，最寄りの労働基準監督署へ� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




